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【糸満ハーレー】

　
沖
縄
農
業
の
課
題
は
多
く
の
識
者

に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
す
で

に
語
り
尽
く
さ
れ
た
感
も
あ
る
。
基

本
的
に
は
こ
れ
ら
の
論
旨
は
有
効
で

あ
る
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化

と
技
術
の
発
達
は
早
く
、
新
た
な
課

題
も
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

一
部
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
着
目

し
た
沖
縄
農
業
の
新
た
な
挑
戦
課
題

に
つ
い
て
随
想
風
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
経
済
が
長
期
低
迷
す
る
中
で
、
地

域
経
済
の
再
生
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は
好

調
な
観
光
が
牽
引
車
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
本
質
的
に
は
農
業
の

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

沖
縄
農
業
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
実
現
は
決
し

て
容
易
で
は
な
く
、
真
剣
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
閉
塞
感
を

拭
い
得
ず
、
新
し
い
変
革
を
も
た
ら

す
“
何
か
”
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
“
バ
イ
オ
マ

ス
”
と
し
て
の
視
点
か
ら
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
見
直
し
て
み
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

は
“
生
物
量
”
と
訳
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
料
と
な
る
も
の
を
指
す
が
、

生
物
由
来
の
有
機
資
源
の
総
称
と
し

て
下
水
汚
泥
な
ど
意
外
な
も
の
も
含

ん
で
い
る
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に

石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
が
注
目
さ
れ
た

こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
原
油

価
格
の
安
定
化
と
と
も
に
研
究
開
発

に
関
す
る
意
欲
と
情
熱
は
あ
え
な
く

霧
散
し
て
し
ま
っ
た
。
最
近
、
温
暖

化
対
策
と
し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ

ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
そ
の
本
格
的
な
活
用
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
。
今
度
は
ブ
ー
ム
で
は
終

わ
ら
せ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
と

Ｃ
Ｏ
２

は
大
気
中
に
帰
る
が
、
総
量

の
増
減
は
な
い
の
で
こ
の
性
質
を
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
の
化
石
燃
料

と
代
替
に
よ
っ
て
排
出
量
の
削
減
を

図
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
“
総

合
戦
略
”
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
未
利

用
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
様
々
な
資
材
・

原
料
と
し
て
付
加
価
値
を
付
け
て
多

段
階
に
利
用
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

利
用
価
値
で
見
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
は
最
下
位
に
あ
り
、
地
域
の
特
性

と
バ
イ
オ
マ
ス
の
種
類
な
ど
に
応
じ

た
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
・
産
業
の

創
出
・
技
術
力
の
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
大
量
消
費
文

明
は
島
嶼
社
会
に
も
多
様
な
物
資
を

流
入
さ
せ
、
ま
た
、
生
産
性
を
高
め

る
た
め
に
大
量
の
生
産
資
材
が
投
入

さ
れ
て
い
る
。
大
量
の
廃
棄
物
は
環

境
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
で
て
い
る
。
美
し
い
環
境
の
中
で

健
や
か
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
に
属
す
る
生
活
廃
棄
物
や

生
産
廃
棄
物
を
資
源
化
す
る
と
と
も

に
無
害
処
理
を
行
う
合
理
的
な
管
理

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

　
筆
者
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
優
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
生
産

能
力
に
注
目
し
、
バ
ガ
ス
を
炭
化
し

て
Ｃ
Ｏ
２

を
永
久
に
固
定
化
し
、
生

成
さ
れ
る
炭
や
酢
液
を
多
段
階
に
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。

バ
ガ
ス
炭
を
土
壌
改
良
材
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ビ
が
増
産

し
、
Ｃ
Ｏ
２

の
固
定
量
を
さ
ら
に
増

加
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
バ
ガ
ス
炭

は
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
効
果
を
発

揮
し
、
キ
ビ
の
増
産
が
地
球
環
境
の

改
善
に
つ
な
が
り
、
生
産
と
環
境
と

の
調
和
が
可
能
と
な
る
。
昨
今
の
食

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
声
に
応
え

る
高
品
質
農
産
物
の
生
産
に
は
有
機

農
業
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

こ
で
必
要
と
な
る
有
機
資
材
も
地
産

地
消
が
求
め
ら
れ
、
供
給
体
制
の
整

備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
“
バ
イ
オ
・

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
”
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
環
境
保
全

を
実
現
す
る
「
バ
イ
オ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
I
T
利
用
に
よ
る
高
度

農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
「
デ

ー
ジ
フ
ァ
ー
ム
」
を
融
合
し
、
“
美

し
い
島
で
元
気
よ
く
暮
ら
す
！
”
社

会
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

単
な
る
絵
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

今
回
、
宮
古
島
に
お
い
て
“
農
林
水

産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
（
平
成

十
六
〜
十
八
年
度
）
”
の
実
施
が
決

ま
り
、
そ
の
実
現
に
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
泡
盛
と
諸
味
酢
と
の

関
係
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
副
産
物
に

価
値
が
つ
く
時
代
で
あ
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
を
核
と
し
た
二
十
一
世
紀
型
地

域
社
会
の
構
築
に
向
け
た
新
し
い
沖

縄
農
業
の
挑
戦
に
期
待
し
た
い
。

琉球大学農学部教授

上野　正実
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沖
縄
総
会
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ト
！

O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
の
進
展

快
適
な
道
路
を
目
指
し
て

み
ん
な
で
築
く
美
ら
島
・
う
ま
ん
ち
ゅ
の
道

モ
ノ
レ
ー
ル
と
高
速
バ
ス
連
携
に

　
係
わ
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
社
会
実
験
に
つ
い
て
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沖
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を
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与
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雇
用
を
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バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
沖
縄
農
業
の
新
た
な
挑
戦
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未
利
用
国
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

「
貸
金
業
者
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
渇
水
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
二
九
号
石
川
バ
イ
パ
ス
の
部
分
四
車
線
供
用
に
つ
い
て

一
般
国
道
三
三
一
号
豊
見
城
道
路
部
分
暫
定
供
用
開
始

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

沖
縄
」
開
催

「
海
辺
の
自
然
学
校
」
沖
縄
三
箇
所
で
開
催
！

県
内
の
離
島
航
路
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

【
財
務
部
】

【
財
務
部
】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
運
輸
部
】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

竹
林
義
久
新
局
長
が
職
員
へ
就
任
挨
拶

証
券
仲
介
業
制
度
の
導
入

土
地
改
良
総
合
事
務
所
伊
江
支
所
開
設

「
久
米
島
新
家
畜
市
場
」
が
竣
工

め
ざ
せ
エ
ジ
ソ
ン
！
「
発
明
の
日
子
ど
も
フ
ェ
ア
」
開
催

改
正
S
O
L
A
S
条
約
・
I
S
P
S
コ
ー
ド
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

【
そ
の
1
】
財
務
部

【
そ
の
2
】
経
済
産
業
部

【
そ
の
3
】
開
発
建
設
部

　毎年旧暦の5月4日に海人（う

みんちゅ）の町として有名な

沖縄南部にある糸満では、糸

満漁港中地区内で、海の恵み

に感謝し、より一層の「大漁」

と「航海安全」を祈願して、ハ

ーレーが行われます。

　糸満ハーレーは、一週間前

に港を見下ろすサンティンモ

ーでハーレー鉦を打ち鳴らす

ことに始まり、当日の朝、ノロ（巫

女）達とハーレーに参加する

代表者達、世話人達がサンテ

ィンモーでウガン（御願）した

後に、サバニと呼ばれる漁船

でハーレーを開始します。　

【
内
閣
府
】


